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(1 )  審 査 経緯  

 

 博士 論文 審査 の 経 緯を 以 下 に 示 す 。  

  20 2 0 年 11 月 2 8 日  予 備 審 査会  

  20 2 0 年 11 月 2 8 日  教 室 会 議受 理決 定  

  20 2 0 年 1 2 月 17 日  先 進 理 工学 研究 科 運営委 員会 受理 決 定  

  20 2 1 年 1 月 3 0 日  公 聴 会  

  20 2 1 年 2 月 8 日  審 査 分 科会  

  20 2 1 年 2 月 2 5 日  先 進 理 工学 研究 科 運営委 員会  

 

 

(2 )  論 文 背景 ・ 内 容 ・ 評 価  

 
 本論 文は 、世 界 各 国に 存 在 す る 放 射線技 師制 度に 関 する国 際比 較を 行 い、日

本の診 療放 射線 技 師 の 将 来 的 な 発 展 可能性 を検 討す る ことを 目的 とし 、国 際化

および 高度 教育 の 2 点 に 着 目 し た論 文 である 。論文 の背 景とし て 、診 療放 射線

技師の 国際 化 に 対 す る 意 識 と 関 連 団 体の国 際活 動の 不 一致、およ び医 師の 働き

方 改 革 に 伴 う タ ス ク ・ シ フ ト /シ ェ ア 政 策 や 中 間 職 創 設 の 動 向 が 述 べ ら れ て い

る。そこ で著 者 は 、ま ず 、放 射線 技師 制 度に関 して 、「包 括 型か分 業型 か 」と い

う 業 務 範 囲 の 軸 と 、「 学 術 型 か 技 術 型 か 」 と い う 教 育 制 度 の 軸 に よ っ て 表 現 さ

れる平 面座 標上 に 、国 ご と に 異 なる 多 彩な資 格制 度を パ ターン 分類 する こ とを

試 み た 。 そ の 結 果 、 日 本 と 米 国 が 、 両 極 端 な パ タ ー ン を 示 す こ と が 判 明 し た 。

そこで 、日米 2 カ 国 に つ い て 、資格 の種類 、教育 制度 、資 格試 験に 着目 して詳

細を比 較し 、そ の 互 換 性 に 関 し て も 検討し た 。そ れら の結果 から 、著者 の職業

でもあ る診 療放 射 線 技師 の 国 際 化 を 促進す る手 法と し て、米 国免 許の 受験 資格

を得ら れる 教 育 プ ロ グ ラ ム を 提 案 す るに至 った 。こ れ と並行 して 、中 間 職制度

の先進 事例 とし て 、 米 国 の Radio log i s t  Ass is tant  (RA)制度に つい て、 文 献お

よび現 地視 察に よ り 調 査 し た 。そ の 調査結 果を まと め ること で、米国 の 実態と

本邦の 現在 の 医 療 制 度 と の 差 異 を 明 らかに し、日本 への 同制度 導入 を想 定 した

場合の 課題 を整 理 し た 、 と い う の が 本論文 の概 要で あ る。  
 
 2020 年 11 月 28 日 の 予 備 審 査会 に おいて 、第 3 章で RA の業 務範 囲に つ い

ての背 景情 報が 不 足 し て い る と の 指 摘があ った 。そこ で著者 は 、主 査・副 査と

相談し 、放 射線 科 領 域 に お け る RA 以外の Phys i c ian Extender につ いて の調

査 を 追 加 し 、 Phys ic ian Ass is tant ,  Nurse  Prac t i t i oner,  Nuclear  Medic ine  
Advanced Assoc iate そ れ ぞ れ の 職種 に関す る記 述と 、 その役 割分 担を 明 確に

示した 。ま た、放 射 線 科 に お け る医 師 および 技師 の両 者 の担当 領域 の差 異 を明

確に示 し 、米 国 に お け る RA の 実 態が 、日 本の 医療 従事 者が想 定す る業 務 範囲

と一致 しな い点 を 強 調 し て 論 じ る こ ととし た。  
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2021 年 1 月 30 日 の 公 聴 会 に おい て、リサー チク エス チ ョンが 明確 にな り き

ってい ない こと 、 2 章 に お い て 米国 の 分業制 度の 背景 に ついて の検 討が 不 足し

ている こと 、本 論 文 の 2 章 と 3 章 との 関係性 が明 確で な いこと 、およ び 3 章に

お け る 提 案 と 実 際 の 政 策 と の 乖 離 が あ る 可 能 性 を 指 摘 さ れ た 。 そ こ で 著 者 は 、

主査・副査 と 相 談 し 、リ サ ー チ ク エ スチョ ンと して 放 射線技 師の 将来 的 な発展

性を挙 げ、 その 柱 と し て 国 際 化 （ 2 章）と 高度 教育 （ 3 章）の２ 本を 並 行して

説明す るこ とと し た 。ま た 3 章 の主 張につ いて は 、現 行の政 策に 充分 配 慮した

ものと する こと で 、具 体 的 な 提 案 を するよ りも むし ろ 、課題 の詳 細な 整 理に主

眼を置 くこ とと し た 。こ れ に 伴 い 、タイト ルも「国 際 化の提 案」では な く、国

際化と 高度 教育 と を 包 括 し た「 発展 可 能性に 関す る研 究 」との表 現に 変更 し た。

2 章にお ける 米 国 の 分 業 制 度 の 背景 に ついて は、医学 部 制度や 医療 経済 等 の医

療分野 を超 え た 、米 国 社 会 に お け る 文化的 背景 が影 響 してい ると 考察 し 、それ

を論じ るこ とと し た 。第 4 章 の 総括 につい て 、著 者の 主張が 簡潔 明快 に まとめ

る内容 とな るこ と を 指 示 し 、そ れ が 加筆修 正さ れた こ とを、審査 分科 会 までに

確認し た。  
 
 

 以上 、本 論 文 に お い て は 、放 射 線 技師制 度の 国際 比 較より 国際 化と 高 度教育

に着目 して 課 題 を 総 合 的 に ま と め る ことが でき 、診 療放 射線技 師の 将来 の 発展

可能性 を具 体的 に 提 示 で き た 。また 、本論文 は 、世 界各 国の多 彩な 制度 を 包括

的に調 査・分類 し た 初 め て の 論 文 で あり、日本 の診 療 放射線 技師 の国 際 化に向

けての 手法 につ い て も 言 及 さ れ て い る。さら に 、中 間職 の先進 事例 とし て 、米

国 RA 制度 に 関 す る 調 査 結 果 に つい て も初め て報 告し た 論文で あり 、本 邦 への

導入に 向け て検 討 す べ き 課 題 を 明 確 に提示 した もの で ある。以上 より 、本 論文

は、診 療放 射線 技 師 の 発 展 可 能 性 を 提示す るだ けで な く、放 射線 医療 全 般にわ

たる一 層の 推 進 、お よ び 効 率 化 に 大 きく貢 献を する も のと考 えら れ 、博 士（ 生

命医科 学） の学 位 論 文 と し て 十 分 に 価値あ るも のと 認 める。  
 
2021 年 2 月  
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